





学 位 の 種 類






















学位規則第5条 第2項 該 当
学位 論 丈題 目
論文 審 査 委員
幕藩制確立期の商品流通
(主査)
























える領内市場 との関連 をもちつつ形成されてくる、 との考えのもとに考察する。
本論文は、七章十二節か らなり、次の ように構成されている。























豊臣氏蔵入地 とその代宿を兼ねた大名秋田氏の財政の算用構造を、商品流通 との閾連のもとに考 遷
察する。 この秋田の豊臣氏蔵入地澄よび秋田氏については、古くは古田良一博士、最近では山口

















ていた と説いている。 しか し、 この理解は取扱商人が上方商人であるところにその根拠を求めて
いるのである。 これに対し、蔵米(物成米)の販売は領内で行なわれ、秋田あるいは近領通用の
貨幣(砂金 も含む)を考えるとき、 また、秋田通用の銭(秋田銭)が上方通用の銭に比して著 し
い悪銭であることか ら、銭が蔵米代金し為替銭として上方より流入したとは考えられない。 この
ような諸点か ら、秋田氏収得の金 。銀 ・銭の多くは、秋田澄よびその近領の通用貨幣であ。たと
いえる。上方と秋田との経済関係は、従来説かれているほど緊密なものではなか。た。そして、
上方での領主支出は、現物(米 が主)の上方廻漕、領内での蔵米販売代金等の上方現送をも。て































騨 農脚 絃 び同加工品を主翻 とする繊 的樋 騨 耀 立し瀕 内腸 靴 の励 髄
合の市場 として確立 しているということができる。
第三章は、上駈 駐 米腸 とする上方廻米について糠 する.その観点は、幕藩制初期の遠
隔商業の担い手 を廻船問屋=初期豪商に求め、領主米の販売も同様であ。たとする中井、山口両
氏の説に対する疑問か ら出発 し、領主米の流通機構がいかに成立し、いかなる構造をもち、領主




を第一 とし、領外 嵩上方市場はこれに次ぐ地位にあ。た。北国海運の船持商入 二廻漕業者は運賃
と線 米の収得者で、廻漕責任は秋田藩の上乗給人にあった。敦賀廻着後の領主米は多く大津を市
場 とし、販売は大津米価で藩の払米衆(給 人)に よって行なわれた。 したが。て、敦賀の蔵宿(廻













































余業と関連する特産物 として紫根を取上げる。その特質から比較的早 く領外移出品 とな夢、慶安
期には藩が独占的に集荷する紫根買上制が実施される。この買上制は、蔵米の地払い(代米とし





























かかる体制がいつ、 どの ような方向で解体するかを明らかにするのが今後の課題 となる。



















する。まず第一飾では、秋田藩を事例 として、元和 ・寛永期の上方廻米が述べ られ、 この時期に
澄げる領主米の廻送 ・飯売に当ったのは藩自体であり、価格差利潤は領主によウて吸収され、商
人は舟賃または蔵敷料の収得者である、 とい う新説が提示される。ついで簗こ:節に澄いて論者は、

































ため、な澄論証の余地 を残 しているものがあるし、 また、旧説に対抗 して大胆 ともいうべき創見
交28
を提示 したため、将来一部批判の対象 となる もの もあるであろ う。 しか しそれ らの補完 は、む し
ろ少壮篤 学な論者 の今後 に期待すべ きで あ久 この ような論 文を作成 した論者の精力的研究態度
と創見 を学界に提示 しようとした意欲は、高 く評価されて よいで あろ う。
な輸本論文は、論者 の膨大 な研究計画の一部分 をなす ものである。
以上の理由 をも。て、本論文の提出者は、:文学博士 の学位 を授一与される十分の資格を もつ もの
と認 め られ る。 昭和42年5月16日
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